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本書のねらい
省エネ・脱炭素による経営支援の勘所とは

支援先企業の置かれた状況を踏まえたうえで、「ヒト」・「モノ」・「カネ」の課題把握
と企業側が気づいていない新たな視点を提示し、適切な専門機関（省エネ支援機関・
金融機関等）への橋渡し役を担うことが重要となります。

本書は、企業の経営支援を担う方が省エネ・脱炭素に関する相談を受ける際、支援初
期段階においてどのような点が「勘所」となり得るのかを整理し、支援内容を検討する際
の視点を提示することをねらいとしています。
企業が省エネ・脱炭素に取り組む際に重要となるのが「ヒト」・「モノ」・「カネ」の経営資
源の視点です。支援にあたっては、 「ヒト」・「モノ」・「カネ」における個別課題と、これらの
課題に全体のバランスをとる視点でどう取り組むべきか検討することが重要となります。

中小企業が省エネ・脱炭素に取り組む際の視点

支援先企業の省エネ・脱炭素に向けた戦略の構築や、
実際に取り組む個別具体的な活動のバランスを図ること

全体バランス
全社的視点のもと「ヒト」・「モノ」・「カネ」の最適化を図る

ヒ ト
[人材・体制・現場の動き]

・担当者の置かれた環境
・推進組織体制
・現場と経営層の温度差
・兼務・属人化の影響

【課題】

モ ノ
[設備・運用状況・管理]

・設備更新・老朽化
・エネルギー使用実態の
急所把握
・運用改善の余地

【課題】

カ ネ
[資金・補助金・投資余力]

・投資余力・予算制約
・補助金の活用可能性
・回収・継続性の見通し

【課題】

「ヒト」・「モノ」・「カネ」における企業の課題を把握し
支援者として全体バランスを確認する
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支援にあたって参考となる情報
ここでは経営支援を担う方が省エネ・脱炭素に関する知識を集めることができるウェブサイトをご紹介します。

■ 省エネポータルサイト （経済産業省：資源エネルギー庁）
位置づけ：省エネ施策に関する情報ポータルサイト
得られる情報：省エネに係る国の施策体系、設備・運用改善の

代表的な取組内容、業種・用途別の省エネ事例

URL http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/ ⇒

「何から省エネを考えるか」「どんな打ち手が一般的か」を掴むためのサイト

■ グリーン・バリューチェーン プラットフォーム （環境省・経済産業省）
位置づけ：排出量の把握や公開、SBTやサプライチェーン排出量の考え方・

算定に関する情報ポータル
得られる情報：Scope1・Scope2 排出量の算定方法、算定支援ツール、

排出量算定に用いる考え方・資料

URL https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/ ⇒

「排出量をどう計算するか」「どう説明・整理するか」を知るためのサイト

■ 中小企業等のカーボンニュートラル支援策
位置づけ：中小企業等がカーボンニュートラルを推進する上で用意されている

支援施策の紹介
得られる情報：カーボンニュートラルに関連する中小企業向け支援施策

（補助金・助成・相談窓口等）の概要

URL https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/support.html ⇒

企業の規模や検討テーマに応じて「該当しそうな支援施策」を探すサイト

■ 中小機構による脱炭素経営支援メニュー
位置づけ：実行段階における支援パッケージメニューの紹介
得られる情報：企業の各段階に合わせた支援やワンストップ支援メニューの紹介

URL https://www.smrj.go.jp/sme/sdgs/favgos000001to2v.html   ⇒

事業者検討段階に合わせた支援メニューを整理したサイト


